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「正信偈」講座
第34回

善導大師の教え③
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本
願
の
大
智
海
に
開
入
す

れ
ば
、
行
者
ま
さ
し
く
金

剛
心
を
受
け
し
め
、
慶
喜

の
一
念
相
応
し
て
の
ち
、

韋
提
と
等
し
く
三
忍
を
獲
、

す
な
は
ち
法
性
の
常
楽
を

証
せ
し
む
と
い
へ
り
。

現
代
語
訳

「
本
願
の
大
い
な
る
智
慧
の

海
に
入
れ
ば
、
行
者
は
他
力

の
信
を
回
向
さ
れ
、
如
来
の

本
願
に
か
な
う
こ
と
が
で
き

た
そ
の
と
き
に
、
韋
提
希
と

同
じ
く
喜
忍
・
悟
忍
・
信
忍

の
三
忍
を
得
て
、
浄
土
に
往

生
し
て
た
だ
ち
に
さ
と
り
を

開
く
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

入  ･･･本願を信ずる

本
願
大
智
海

阿弥陀仏の本願を
海のように広大な智慧に
たとえる

→ 無限の広がりと深さ

開  ･･･意味を聞き開く

一

二

阿弥陀仏の
本願を

信じれば

ニ

ノ

ス
レ
バ 真実の有り様を見抜く力

「あなたを
必ず我が国に
生まれさせる。
まかせよ」

「
第
十
八
願
」

（
至
心
信
楽
の
願
）

設
我
得
仏

十
方
衆
生

至
心
信
楽
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我
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十
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不
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不
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覚

唯
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五
逆

誹
謗
正
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一
に
は
一
心
に
も
っ
ぱ
ら
弥
陀

の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
座
臥

に
時
節
の
久
近
を
問
は
ず
念
々

に
捨
て
ざ
る
は
、
こ
れ
を
正
定

業
と
名
づ
く
、
か
の
仏
の
願
に

順
ず
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

『
観
経
疏
』
散
善
義
①

～
「
順
彼
仏
願
故
」
～

「
順
ず
る
」…

し
た
が
う

称
名
念
仏
を
勧
め
る
理
由

＝
本
願
に
あ
る
か
ら

（
七
註
４
６
３
頁
）

『
観
経
疏
』
散
善
義
②

～
「
望
仏
本
願
」
～

上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と

い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む

る
に
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向

に
も
っ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称

せ
し
む
る
に
あ
り

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
真
意

＝
み
な
に
名
号
を

称
え
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る

（
七
註
５
０
０
頁
）

定善

定散

散善

自力で善を積み重ねる人

心を集中させて、
阿弥陀仏や浄土を観る

心が散り乱れた状態で
悪を止めて善を修する

『観経』に
説かれる の人
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行
者
正
受
金
剛
心

98

慶
喜
一
念
相
応
後

金剛

金剛石=ダイヤモンド

のような何者にも
動じない信心

固い
  →最高

壊れない

「受けしめ」…如来から
いただく

信心

『
浄
土
和
讃
』
（
註
５
６
１
頁
）

一
念
慶
喜
す
る
ひ
と
は

往
生
か
な
ら
ず
さ
だ
ま
り
ぬ

『
高
僧
和
讃
』
（
註
５
８
５
頁
）

一
念
慶
喜
す
る
ひ
と
を

か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
ら
し
む

慶喜
得べきものを得て

よろこぶ
（信心）

浄土に往生して仏と
なるべき身に定まる
(正定聚･不退転の位)

→ 疑いの心がはれた
その瞬間に

きょうき

99

与
韋
提
等
獲
三
忍

韋提と等しく三忍を獲て

法性の常楽を証せしむ

※『観経』の教えは、
韋提希の要請をきっかけに
説かれる

マガダ国 阿闍世の母
頻婆娑羅王の王妃・韋提希
『観経』の主人公のひとり
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･釈尊｢よく聞くがよい、
 苦悩を除く法を説こう｣

･その説法の声に応じて、
阿弥陀仏が空中に立ち現れる

･阿弥陀仏の姿を眼前に見た
韋提希は、ただちに三忍を獲た

韋提希は「苦悩を除く法」として現れた
阿弥陀仏の姿を見て、三忍を得る

①喜忍･･･よろこび、安心するおもい

②悟忍･･･仏の智慧をはっきりと知る

➂信忍･･･仏の本願を疑いなく信じる

「忍」…うなずく、確認する

三忍 ＝３つの徳義を確認する

韋提希が、阿弥陀仏の姿を見て三忍
を得たという事と、私たちが名号
（南無阿弥陀仏）のいわれを聞いて
信心を得るという事とは全く同じ事

本願のいわれを聞き、信を得た
者は「与韋提等獲三忍（韋提と
等しく三忍を獲）」と言われる

さとり
涅槃

命終えると浄土に生まれ、
仏のさとりを開く

70 即証真如法性身

無常 苦

常  楽
(常住) (安楽)

  

即
証
法
性
之
常
楽

100

☆古今楷定によって、浄土教の正し
い見方を明らかにされた。

☆善人も悪人も、阿弥陀仏のはたら
きによって、ひとしく救われる。

☆本願を信じて念仏する者は、この
世の命を終えると、浄土に往生し
て速やかにさとりを開く。

善導大師の教えのポイント

『往生礼讃』～自信教人信～

みづから信じ人を教へて信ぜ
しむること、難きがなかにう
たたさらに難し。
大悲をもって伝へてあまねく
化するは、まことに仏恩を報
ずるになる。（註釈版七祖篇676頁）

善導大師の言葉
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